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平
成
30
年
河
津
町
成
人
式
が
１
月
７
日
、
河
津
中
学
校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、

華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
成
人
の
喜
び
を
わ
か

ち
合
い
、
決
意
を
新
た
に
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

中学校時代の思い出の曲「大地讃頌」を合唱

謝辞を読み上げる高橋香帆さん
かほ れお

記念品を受け取る 山下礼央さん

　
　
　
　

典
は
、
新
成
人
73
人
（
男
32
人
・

　
　
　
　

女
41
人
）
の
う
ち
56
が
出
席
し
、

成
人
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
胸
に
飛
躍
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
岸
重
宏
町
長
は
、「
成
人
と
い
う
節

目
は
、
人
生
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
、
常
に
責
任
あ

る
生
き
方
、
言
動
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
自

覚
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

大
切
な
式
典
が
ふ
る
さ
と
で
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の

土
地
で
生
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
人
前
に

育
て
て
く
れ
た
家
族
や
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝

を
生
涯
忘
れ
な
い
で
い
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
、
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
山
下
礼
央
さ
ん
＝

浜
＝
が
岸
重
宏
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取

り
、
高
橋
香
帆
さ
ん
＝
田
中
＝
が
二
十
歳
の

決
意
と
と
も
に
謝
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、中
学
校
時
代
の
思
い
出
の
曲
「
大

地
讃
頌
」
を
、
岩
崎
裟
及
さ
ん
＝
谷
津
＝
の

指
揮
、
山
下
里
穂
さ
ん
＝
湯
ヶ
野
＝
の
伴
奏

で
、
出
席
し
た
新
成
人
全
員
で
合
唱
し
ま
し

た
。

れ
お

か
ほ

さ
ち
か

り
ほ

式
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謝
辞

　
　
　
　

　
　
　
　
新
成
人
代
表
　
高
橋
香
帆
さ
ん

　　
本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
挙

行
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
町
長
様
を
始
め
、
ご
来
賓

の
方
々
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
、
新
成
人
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、
私
た

ち
は
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
喜
び
を
噛
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
温
か
く
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
家
族
、
地
域

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
中
学
時
代
、
私
た
ち
新
成
人
一
同
の
良

い
と
こ
ろ
は
、
仲
間
が
困
っ
て
い
る
と
き

に
協
力
し
合
え
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
た

ち
の
そ
の
よ
う
な
気
質
は
、
地
域
の
皆
様

が
温
か
く
成
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
か
ら
育
ま
れ
た
の
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
現
代
社
会
は
、
人
と
の
関
わ
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
各
地
で
災
害
が
あ
っ

た
と
き
、
人
と
人
と
の
支
え
合
い
が
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
私
は
、
自
分
た
ち
の
良
さ
を
忘
れ

ず
、
周
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
、
協
力
し

合
え
る
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
成
人
を
迎
え
た
と
い
っ
て

も
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
い
た
ら
な

い
点
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で

育
て
て
い
た
だ
い
た
家
族
、
先
生
方
、
地

域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

愛
す
る
河
津
町
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

を
胸
に
、
自
分
た
ち
の
道
を
仲
間
と
励
ま

し
合
い
な
が
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
を
約
束

し
、
新
成
人
の
謝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。(

抜
粋
）
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七滝・大滝温泉の涵養源
(深層)

七滝・大滝温泉
の涵養源
(浅層)

七滝・大滝温泉
の涵養源
(浅層)

七滝温泉・大滝温泉の源泉
(深層地下水)

七滝温泉・大滝温泉の源泉
(深層地下水)

かんようげん

七滝・大滝温泉の涵養源
(深層)

かんようげん

かわづちょう

河津町

遮断層遮断層

事前通行規制区間
(連続雨量2 5 0mm )

旧天城トンネル
天城山隧道
旧天城トンネル
天城山隧道

踊子歩道踊子歩道
河津七滝河津七滝

七滝温泉七滝温泉

河津踊子滝見橋河津踊子滝見橋

大滝温泉大滝温泉

河
津
川

河
津
川

　順天堂大学静岡病院直行バスは、通院や見舞客の交

通の利便性を図るため、南伊豆東海バス、順天堂大学

静岡病院、南伊豆町、河津町、東伊豆町、下田市で協

議し、平成13年から運行しております。この直行バス

は、下賀茂→下田駅→河津駅→湯ヶ島から順天堂大学

静岡病院まで乗り換えなしで往復するバスです。

　病院内での診察・会計等により、帰りのバスに乗れ

ないことがあるなどの利用者からの声により、平成30

年４月から１年間、試験的に帰りのバス発車時刻を30分

ずらし13時35分に病院発とします。

　帰りのバスの各バス停到着予定時刻は、左図のとお

りとなります。なお、行きのバスの運行時刻は変更あ

りません。

●土日祝日運休

●５月15日・12月29日～１月３日は全運休

問　南伊豆東海バス　　　☎22ー2514

　　保健福祉課　健康係　☎34ー1937

　伊豆縦貫自動車道・天城湯ヶ島―河津間の計画段階評価で、昨年12月13日に国土交通省中部地方整備局によ

る第三者委員会の社会資本整備審議会中部地方小委員会が開催されルート３案から西側ルートが選定され、今

後の事業化に向け大きな前進となりました。

行き (下田方面⇒順天堂病院) 帰り (順天堂病院⇒下田方面)

バス停

下賀茂

日野(旧竹麻小学校)

金原車庫

吉佐美

下田駅①番線

柿崎

上の山

外浦口

白浜神社

長田

板戸浜

縄地

河津駅①番線

涅槃堂

湯ケ野

梨本

河津七滝ループ橋

出口

順天堂大学静岡病院

順天堂大学静岡病院

出口

河津七滝ループ橋

梨本

湯ケ野

涅槃堂

河津駅①番線

縄地

板戸浜

長田

白浜神社

外浦口

上の山

柿崎

下田駅①番線

吉佐美

金原車庫

日野(旧竹麻小学校)

下賀茂

6：00

6：05

6：08

6：10

6：20

6：23

6：23

6：24

6：29

6：30

6：32

6：36

6：45

6：49

6：55

6：57

6：59

7：36

8：00

13：35

13：59

14：36

14：38

14：40

14：46

14：50

14：59

15：03

15：05

15：06

15：11

15：12

15：12

15：15

15：25

15：27

15：30

15：35

時刻 バス停 時刻

IC名称はすべて仮称
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確定申告書等作成コーナー
　　　　　　をご利用ください

申告と納税は期限内に！

作成した申告書等は…

で

データ送信

書面

で

提出

平成28年分以降の申請には

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」

では、画面の案内にしたがって金額を入力すれば税額

などが自動的に計算され、計算誤りのない申告書を作

成することができます。

　平成29年度は各事業所から河津町交通安全協会に協力費のご協力をいただきました。これら事業所協力費は

交通安全運動、広報活動、表彰や啓発物、広報イベントや交通教室などに活用させていただきます。

東海建設㈱

伊豆東ワイン㈱

㈲野田石油

㈲椎本左官

㈱オレンヂセンター

天城生コン㈱

ギアオート

㈱あおき

㈲正木石油商会

㈱大塩組

丸山園

㈲東海モーターサービス

㈲クワハラ

㈱宮崎商会

河津商事㈲

㈲寺林工務店

北川漁業谷津漁場

黒田自動車

㈱天城カントリー工房

 

丸昇建機販売

黒田事務所

誠自動車

㈱黒田板金工業

 

(有)二千翔

河津温泉旅館組合

３月15日 (木) まで
所得税および復興特別所得税

贈与税

４月２日 (月) まで
消費税および地方消費税（個人事業者）

マイナンバー（12桁）の記載

と

本人確認書類の提示または写しの添付が

必要です!

１　税務署に出向く必要なし！

２　いつでも利用可能！

３　自動で税額を計算！

４　プリントサービスにも対応！

【本人確認書類の例】

例１　マイナンバーカード

例２　通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被

　　　保険者証など

作成コーナー

下田税務署
☎２２－０１８５

※ 自動音声により案内しておりますので、確定申告(所得税・消費税・贈与税)

　 に関するお問合せは「０」を選択してください。

ご協力ありがとうございました。

セブンイレブン

河津下佐ヶ野店

セブンイレブン

河津駅前店
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　平成30～31年度にエコクリーンセンター東河の焼却処理施設の大規模改修工事を実施します。

　これは焼却炉建設から15年が過ぎ老朽化したことで長寿命化工事を行います。これにより15年程施設の長寿命化

が図られます。

　総事業費は約30億円となります。なお、この工事により、通常２炉で行っているごみの焼却が以下の期間におい

て１炉運転または２炉停止となります。

○１炉運転期間

　・平成30年度：５月～２月の10カ月間

　・平成31年度：５月～２月の10カ月間

○２炉停止期間

　・平成30年度：上記10ヶ月間のうち45日間（11月～12月中旬予定）

　・平成31年度：上記10ヶ月間のうち14日間（11月中予定）

◎１炉運転び２炉停止期間中は他市町に焼却を依頼することになるため、運搬時間の制約と経費負担も多額となり

ます（松崎町と西伊豆町へ運搬予定）ので、ごみの減量について町民の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

　また、引越等でセンターにごみを持ち込む予定のある方は、２炉運転期間に搬入する等のご協力を合わせてお願い

いたします。

・役場の古着等回収ボックスを利用する（洗濯済みの不用衣類を、町指定の可燃袋に入れて出してください）

・資源ごみ（ペットボトル、新聞紙、雑誌やダンボールなど）の分別を徹底し、資源の有効活用をしましょう。

・生ごみの水を十分に切って出す

※町では家庭用生ごみを堆肥化するごみ処理機購入を1/2補助する（補助限度額20,000円）

　制度がありますので、是非活用して下さい。

ごみを減量するには

エコクリーンセンター東河焼却炉運転行程表(予定)

問　エコクリーンセンター東河　☎0557－95－7111

　　町民生活課窓口係　　　　　☎34－1932

平成30年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

２炉運転

２炉停止
(45日間)

１炉運転

平成31年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

２炉運転

２炉停止
(14日間)

１炉運転
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河津町高齢者保健福祉計画等策定委員会 (第１回)
日　　　時　平成29年12月22日(金) 13時30分から15時まで

場　　　所　保健福祉センター　ふれあいホール

主　　　旨　河津町における高齢者のニーズと将来必要な保健福祉サービスの量を明らかにし、現状や課題を

　　　　　　踏まえ、将来必要とされるサービス提供体制を整備するための高齢者保健福祉計画、介護保険事

　　　　　　業計画について協議する。

議　　　題　河津町第８次高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業計画について

会議録要旨　委嘱書交付

　　　　　　委員会役員選出

　　　　　　委員会への諮問

　　　　　　河津町第８次高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業計画の検討

　　　　　　・町民に介護予防に関する意識の普及と参加率の向上 (特に男性の参加が少ない)

　　　　　　・自動車免許の返納後の対策

　　　　　　・敬老事業に対する地域への支援

　　　　　　などの意見が出され計画に盛り込むよう健闘することとなる。

　　　　　　・次回平成30年２月２日開催

担　当　課　保健福祉課　☎34ー1937

第３回　河津川流域における河津桜並木景観検討会
日　　　時　平成29年12月21日(木) 13時30分から15時30分まで

場　　　所　災害対策本部室

主　　　旨　河津桜は町の木として、河津町の観光と経済を支える貴重な観光資源となっている。

　　　　　　今以上に河津桜による観光振興を図るため、本町の河津川沿いの河津桜が河津川の改修と共存と

　　　　　　共栄できる行動計画を立案検討する。

議　　　題　(1) 第２回検討会での委員質問への回答及び住民ワークショップの報告

　　　　　　(2) 今までの検討を踏まえた桜並木イメージ検討

会議録要旨　前回の質問への回答と対応を説明

　　　　　　２回実施したワークショップの実施結果を報告

　　　　　　桜並木のイメージ検討

　　　　　　・ロードマップとうたっているが、ロードマップになっていない。名称を変えては。

　　　　　　・桜まつり期間中に実施するアンケートについて、旅行の動機や満足度も聞けると良い。

　　　　　　　また、他の観光地との比較もあると良いとの意見が出た。

　　　　　　河津桜流域における桜並木計画(素案)を配布

　　　　　　次回、最終の第4回を平成30年2月23日開催し、計画を取りまとめる。

担　当　課　産業振興課　☎34ー1946

平成29年度教育委員会点検・評価報告(平成27年度及び平成28年度前期事業分)
河津町教育委員会評価委員による意見(外部評価)

大項目１　　教育委員会の活動について

大項目２　　教育委員会が管理・執行する事務について

大項目３　　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務について

担　当　課　教育委員会　☎34ー1117

ふれあい町長室（平成29年12月25日 (月) ）

参加者　２名

テーマ　「地域振興への提案」「町政の進め方への提案」

担当課　まちづくり推進課　☎34－1924

今月号から、町が主催した主な会議の骨子について公開します。
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写真上　新年のスタート！

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

　恒例の初日の出鑑賞会が１月１日、河津バガテル公

園内ローズガーデンで開かれました。会場には多くの

地域住民や観光客が訪れ、ローズガーデン奥の海の見

える丘から初日の出を鑑賞しました。雲の陰から太陽

が姿を現すと園内には大きな歓声が上がり、来園者は

美しい日の出を眺めたり写真を撮ったりして、それぞ

れに元旦を祝いました。

　第42回河津町元旦マラソン大会が河津

中学校グラウンドをスタート・ゴールと

して開かれ、幼児からお年寄りまで258

人が参加しました。爽やかな晴天の下、

参加者は健やかな１年への思いを託して

元気いっぱいに駆け抜けました。ゴール

では全員に完走証と参加賞が手渡された

ほか、温かいおしるこが振る舞われました。

走り終えた参加者は「新年の良いスター

トを切れた。エネルギッシュな１年にし

たい」と抱負を話していました。

新成人たちによる鏡開き

　浜同志会は１月７日、地元の新成人や岸重宏町長らを

迎えたどんど焼きを行いました。成人式開催日にあわ

せて毎年行われており、地域住民が新成人を祝う伝統

行事となっています。参加した浜区出身の新成人３人

は抱負や成人の喜びを語り、鏡開きをし、高さ５メー

トルのおんべに点火を行いました。集まった来場者ら

は高く燃え上がる炎に１年間の無病息災を願いました。

新成人による点火式
浜区どんど焼き

初日の出を鑑賞
河津バガテル公園　初日の出鑑賞会

海の見える丘から望む初日の出

健康願い258人が走り初め
第42回河津町元旦マラソン大会

写真左　トリムコースを走る

参加者
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　ゆず湯のサービスが12月22日の冬至に、踊り子温泉

会館と舟戸の番屋で行われました。この風習は、冬至に

かぼちゃを食べて金運を祈り、冬至風呂 (ゆず湯) に入っ

て無病息災を願ったことに由来します。訪れた人々は

河津産のゆずを使った露天風呂につかり、「いつもより

一層身体が温まったように感じます」とゆずの爽やか

な香りを堪能していました。

笹原地内を行進する消防団員

河津町消防団出初式が１月５日、河津中学校のグラウ

ンドで開かれました。団員211人が参加し、功労者表

彰や機器の点検、規律訓練、放水訓練などを行い、地

域防災への士気を高めました。式典終了後は、河津中

学校吹奏楽部の先導で、同校から荒倉橋までの約500

メートルを行進し、河津川沿いで放水訓練を披露しま

した。

消防活動の決意を新たに
河津町消防団出初式

ゆず湯で無病息災を願う
ゆず湯のサービス

ゆず湯を楽しむ来訪者 ( 踊り子温泉会館 )

　舟戸の番屋で１月７日、今井浜見高港乗り初め祭りが

開催され、地域住民や観光客でにぎわいました。正月

の伝統行事「乗り初め」にちなんだイベントで、来場

者は金目鯛鍋やつきたてのお餅を食べて体を温め、お

土産に地元の新鮮な農産物、海産物を買い求めていま

した。このほか、伊勢エビやサザエ、みかんなどが当

たる抽選会も開かれました。

　新年オルテン祭りが１月３日、河津バガテル公園内オ

ルテンシアとフランス広場で開催され、多くの町民や

観光客が参加しました。会場ではオルダコ (たこ焼き)

やとん汁の販売が行われたほか、無料で甘酒が振る舞

われました。また餅つき大会が行われ、訪れた子ども

たちは大人と協力しながら杵を振るい、餅つきを楽し

みました。

餅つきを体験する子どもたち

地元産の食材を提供
今井浜見高港　乗り初め祭り

バガテルで餅つき体験
河津バガテル公園　新年オルテン祭り

抽選券を商品と交換する男の子

きね
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フ シュレッ
340

笑顔の接客を
心がけていきたい

宮崎　玲唯奈さん
みやざき　　れいな

東伊豆町

22歳　血液型Ｏ型　かに座

伊豆太陽農協下河津支店　勤務

　
今
回
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

は
、
伊
豆
太
陽
農
協
下
河
津
支

店
に
勤
務
す
る
宮
崎
玲
唯
奈
さ

ん
で
す
。
接
客
業
が
好
き
で
、

高
校
の
と
き
、
伊
豆
太
陽
農
協

で
の
職
業
体
験
で
自
分
に
ぴ
っ

た
り
の
仕
事
だ
と
感
じ
、
就
職

を
決
め
ま
し
た
。「
窓
口
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、河
津
の
人
々

は
稲
取
か
ら
来
て
い
る
自
分
に

も
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ
る

の
で
嬉
し
い
で
す
」
と
話
す
玲

唯
奈
さ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の

お
客
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
標
に
、
日
々
仕
事

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
性
格
は
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
。

職
場
で
は
、
常
に
笑
顔
で
接
客

す
る
こ
と
と
、
忙
し
い
と
き
で

も
お
客
さ
ん
の
目
を
見
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
そ
う
。
ま
た
、
軽
ト
ラ
市

を
始
め
と
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う

手
助
け
を
し
た
い
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
趣
味
を
見
つ
け
る

た
め
に
登
山
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

釣
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
大
好
き
で
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
は
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
訪
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
優
し
い
笑
顔
が
印
象

的
な
玲
唯
奈
さ
ん
、
今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
が
楽
し
み
な
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
で
す
。

まん画家になるために
飯田　瞳さん
いいだ　　　ひとみ

見高浜

東小学校６年

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
ま
ん
画
家

に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
ま
ん

画
を
読
ん
だ
り
か
い
た
り
す
る
の

が
大
好
き
で
す
。
三
年
生
の
と
き

か
ら
、
ま
ん
画
家
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四

年
生
で
「
ア
ニ
マ
ル
横
丁
」
と
い

う
ま
ん
画
が
と
て
も
気
に
入
り
ま

し
た
。
登
場
人
物
が
か
わ
い
く
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
も
お
も
し
ろ
い
か
ら

で
す
。
ほ
か
の
ま
ん
画
も
い
ろ
い

ろ
と
読
む
う
ち
に
、(

か
っ
こ
い
い

な
。
自
分
も
こ
ん
な
絵
を
か
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
に
な
）
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

文
字
を
て
い
ね
い
に
書
い
た
り
、

書
い
た
こ
と
が
分
か
り
や
す
く
な

る
よ
う
に
き
れ
い
に
ま
と
め
た
り
、

わ
く
や
イ
ラ
ス
ト
を
か
き
入
れ
た

り
し
て
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
図
工
の
授
業
で
絵
を
か
く
と

き
に
は
、
対
象
を
よ
く
見
た
り
、

想
像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
し
な

が
ら
、
て
い
ね
い
に
作
品
を
仕
上

げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
よ
り
も
さ
ら

に
て
い
ね
い
に
字
を
書
い
た
り
、

見
や
す
く
ま
と
め
た
り
し
た
い
で

す
。
そ
れ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

絵
を
観
て
構
図
を
参
考
に
し
た
り
、

絵
が
上
手
な
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
い
た
り
し
て
、
か
っ
こ
い
い
絵

が
か
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
読
書
も
大
好
き
な

の
で
、
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、

楽
し
い
話
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

39
イラストを描く瞳さん

2018.２　広報かわづ １０



新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

残される母親が安心して
暮らすための手続のすべて

秀和システム

さくら舎

グラフィック社

DHC

毎日新聞出版

フォーンクルック幹治

浅田　次郎

「見た目」が若くなる
女性のカラダの医学

ten to senの模様刺繍

英語表現まちがいさがし

おもかげ

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

ときめきハッピー
おしごと事典スペシャル

ナツメ社

ポプラ社

偕成社

偕成社

小学館

カレーライスを
一から作る

富安　陽子　文
山村　浩二　絵

荒井　真紀

おしごとガール研究会

前田　亜紀

絵物語古事記

美女と野獣　実写版

チューリップ

エリザベス・ルドニック　作
橘高　弓枝　訳

新着DVDがそろいました

こどものためのクリスマス会が行われました -12/17-

　こどもからおとなまで楽しめるDVDがそろいました。

　新着DVDの一部をご紹介します。

【新着DVDの一部】

●日の名残り　●旭山動物園物語

●明日の記憶　●ゴールデンスランバー

●ビリギャル　●はなちゃんのみそ汁

●ズートピア　●NEWこんちゅう

※新着DVDの貸し出しは、一家族1回1本までです。貸し出し中のものは

予約することができます。

日本絵本賞読者賞に投票しよう

 「日本絵本賞読者賞」は候補絵本24冊から読者投票で選ばれる賞です (投

票締切2月28日)。文化の家図書館でもみなさんの投票で「文化の家図書館

絵本賞」をこの24冊から選びます。(投票期間２月～３月）

　図書館には候補絵本がすべて揃っています。ぜひ一度手に取って、一番

好きな本に投票してくださいね。候補絵本の一部をご紹介します。

　■おさるのこうすけ　　　　　　　武田美穂/作・絵

　■たまたまタヌキ　　　　　　　　内田麟太郎/文　高畠那生/絵

　■ぼくのおとうさんとおかあさん　みやにしたつや/作・絵

　■わくせいキャベジ動物図鑑　　　tupera tupera/作・絵

　■自分におどろく　　　　　　　　たなかかずお/文　あべ弘士/絵

えがお相続相談室

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

２月１・８・15・22日
(木曜日)

　　  幼児向け　10時10分～10時30分
２月３日

(第１土曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」
15時50分～16時20分

２月７・14・21日
(水曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

★冬の図書館日記★
≪かわづっこ子育てねっと主催≫

27 28

23 2420 21

25 26

2218 19

16 1713 14 1511 12

９ 10６ ７ ８

１ ３２

４ ５

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　２月

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.178
Ｈ30.2

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：２月22日(木）13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年10月生まれの赤ちゃん

　みんなで作った雪の結晶を
飾り、クリスマスムードいっ
ぱいの会場で、おはなし会を
楽しみました。会の最後には
サンタさんからプレゼントを
もらい、笑顔いっぱいのクリ
スマス会でした。

太田　博明

岡　理恵子
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保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　２月19日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　３月５日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

持ち物　身元の確認ができるもの (写

真付きでない場合は２種類ご持参くだ

さい)、個人番号カードまたは通知カード

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　３月６日(火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■のびのび発達検査

日　時　３月５日(月)

場　所　保健福祉センター相談室２

内　容　２か月に１回、児童相談所心理

司による精神発達精密検査と個別相談

を行っています。子どもの言葉の発達

やしつけなどで心配なことがある人、

利用したい人は、保健福祉課まで連絡

してください。

●今月のテーマ

子どもの運動遊び
の重要性

保健福祉課　☎34－1937

　

子
ど
も
達
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
変
化
し
、
降
園
後
や

放
課
後
に
仲
間
と
一
緒
に
遊

ぶ
子
ど
も
を
み
か
け
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
周

囲
の
大
人
が
意
識
を
し
な
い

と
「
身
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

時
間
」
を
も
つ
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
子
ど
も
達
の
体

力
・
運
動
能
力
が
低
下
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

運
動
遊
び
の
時
間
が
減
っ
て

い
る
事
も
一
因
と
い
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。
今
日
の
子
ど

も
達
は
「
走
る
」
「
跳
ぶ
」

「
投
げ
る
」
と
い
っ
た
幼
児

の
間
に
身
に
つ
け
る
べ
き
基

本
的
な
動
き
が
で
き
て
い
な

い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

子
供
に
と
っ
て
運
動
遊
び
は
生

活
の
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
、

①
「
身
体
運
動
の
発
達
」
（
体

の
構
造
や
機
能
を
基
に
し
た
技

能
や
運
動
能
力
）
②
「
認
知
的

な
発
達
」
（
思
考
や
判
断
）
③

「
情
緒
や
社
会
性
の
発
達
」(

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
態

度
の
形
成
）
と
い
う
３
つ
の

発
達
領
域
を
促
す
重
要
な
成

長
の
場
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
お
互
い
に
関
係
し
あ
い

な
が
ら
能
力
を
発
達
さ
せ
て

い
く
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

運
動
遊
び
と
い
っ
て
も
、
常

に
走
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
砂
場
遊
び

を
す
る
と
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢

の
ま
ま
手
を
使
う
の
で
、
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
養
わ
れ
ま
す
。

楽
し
く
身
体
を
動
か
す
時
間

を
確
保
し
、
面
白
く
の
め
り

こ
ん
で
遊
び
、
ま
た
、
心
身

の
成
長
発
達
に
見
合
っ
た
運

動
遊
び
を
し
て
、
心
も
身
体

も
健
や
か
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

保
健
福
祉
課
　
関
　
真
由
美
　
保
健
師

インフルエンザ
流行拡大に注意！
　１月８日～14日の感染症発生動向

調査で、県内の定点あたりのイン

フルエンザ報告数が39.76人に増加

し、「警報レベル」となりました。

感染拡大を防ぐためには、一人ひ

とりがインフルエンザに「うつら

ない」・「うつさない」対策をとる

ことが必要です。

「うつさない」・「うつらない」ために

・しっかりと手洗い、うがいをしましょう

・咳が出るときはきちんとマスクをしましょう

・室内の換気を行い、適度な湿度を保ちましょう

・なるべく人混みを避けましょう

・十分な栄養と睡眠をとり、健康管理に努めましょう

・インフルエンザの定点あたりの報告数とは、県内の小児科、内科合わせて139の定点医療機関の１医療機関あた
りの1週間の患者数です。
・流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルは30です。

１２2018.２　広報かわづ



　　

１
月
13
日
、
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜

松
で
開
催
さ
れ
た
ふ
じ
の
く
に
食

と
花
の
都
の
祭
典
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
ふ
じ
の
く
に
花
の
都
し

ず
お
か
・
花
緑
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
が
自
慢
の
ま
ち
部
門
・
地
域

花
壇
の
部
（
１
０
０
㎡
未
満
）
に

お
い
て
、
か
わ
づ
花
の
会
（
細
川

平
吉
会
長
）
の
３
地
区
が
入
賞
し

　
ま
し
た
。
筏
場
地
区
花
壇
（
県
道

沿
い
花
壇
）
が
最
優
秀
賞
、
湯
ヶ

野
地
区
花
壇
（
上
河
津
農
協
前
花

壇
）
が
優
良
賞
、
下
佐
ヶ
野
地
区

花
壇
（
佐
ヶ
野
橋
付
近
花
壇
）
が

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
は
雨
の
降
ら
な
い
日

が
続
き
ま
し
た
が
、
日
頃
の
水
や

り
や
花
が
ら
摘
み
な
ど
に
よ
っ
て

暑
さ
に
も
負
け
な
い
色
彩
豊
か
な

花
壇
に
な
っ
た
こ
と
が
高
く
評
価

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
花
の
会
全
体

に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

か
わ
づ
花
の
会
主
催
講
演
会

「
花
壇
作
り
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」

が
１
月
15
日
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
静
岡
県
花
咲
く
し
ず
お
か

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
藤
啓
司
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
花
の
会
会
員
と

一
般
の
町
民
の
計
37
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
演
会
の
前
半
で
は
、

花
壇
・
プ
ラ
ン
タ
ー
・
品
種
に
よ

る
用
土
の
作
り
方
や
肥
料
の
与
え

方
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
日
々
の
疑
問
を
講

師
に
質
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更

に
知
識
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
グ
ラ
ス
に
植
物
を
植

え
る
グ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン
作
り
の
体

験
を
、
土
を
使
わ
な
い
ハ
イ
ド
ロ

カ
ル
チ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
方
法
で

行
い
ま
し
た
。
ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
チ

ャ
ー
は
土
を
使
用
し
な
い
た
め
根

腐
れ
や
カ
ビ
、
虫
の
心
配
が
な
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
で
す
。
参

加
者
は
「
初
め
て
体
験
す
る
や
り

方
だ
っ
た
の
で
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

花
壇
作
り
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

か
わ
づ
花
の
会
主
催
講
演
会

news

news

news

か
わ
づ
花
の
会
３
地
区
が
受
賞

平
成
29
年
度
県
花
緑
コ
ン
ク
ー
ル

グラスガーデン作りを体験する参加者

受賞した鳥澤さんと岸重宏町長

元
町
議
会
議
員　

町
の
発
展
に
寄
与

鳥
澤
昭
章
さ
ん
旭
日
単
光
章
を
受
章

写真上：難波副
知事から表彰状
を受け取る栗原
副会長

写真左：最優秀
賞を受賞した筏
場地区花壇

　

鳥
澤
昭
章
さ
ん
（
88
）
＝
笹
原

＝
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
、
12

月
26
日
、
役
場
町
長
室
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鳥
澤
さ
ん
は

平
成
２
年
に
町
議
会
議
員
に
当
選

し
て
以
来
、
12
年
に
わ
た
り
在
職
。

総
務
常
任
委
員
会
、
第
一
常
任
委

員
会
の
委
員
長
等
の
要
職
に
就
き
、

委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
12
年
９
月

か
ら
２
年
間
、
河
津
町
監
査
委
員

を
務
め
、
町
行
政
の
公
正
で
効
率

的
な
運
営
に
寄
与
し
ま
し
た
。
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メールやハガキによる詐欺に注意!!

一般幹部候補生・一般曹候補生募集

◆ 今月の納税 ◆
固定資産税４期　国民健康保険税10期

後期高齢者医療保険料７期　２月28日 (水) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

介護保険料６期

２月28日 (水) が納期です。

問　保健福祉課　34ー1937

①確定申告会場

場　所　下田市民スポーツセンター「サンワーク下田」

　　　　第１会議室(下田市敷根761)

期　間　２月16日(金)～３月15日(木)

　　　　土、日曜日を除く

時　間　９時～17時

　会場では電子申告(e-Tax)による申告

相談を行います。税務署から届いたは

がきまたは封書、「利用者識別番号等の

通知」(緑色または茶色の「重要書類」

と書かれた封筒に入れてお渡ししてい

ます)をお持ちの方はご持参ください。

②確定申告相談会場 (出張相談)

場　所　河津町役場　2階第1会議室

日　時　２月28日(水)９時30分～15時30分

　税務署の職員が来庁し、電子申告に

よる申告相談を行います。

③無料税務相談所

場　所　下田市民スポーツセンター「サンワーク下田」

　　　　第２会議室 (下田市敷根761)

期　間　２月16日(金)～２月23日(金)

　　　　土、日曜日を除く

時　間　９時30分～12時、13時～16時

【注意事項】

　平成28年分以降の申告書には、マイ

ナンバーの記載が必要であるとともに、

申告されるご本人の本人確認書類の提

示または写しの添付が必要になります。

※本人確認書類　マイナンバーカード、

通知カード+運転免許証もしくは公的

医療保険の被保険者証など

問　下田税務署　　　　  ☎22－0185

確定申告会場のお知らせ

省エネにご協力ください

申告と納税は正しくお早めに

県勤労者総合美術展の作品を募集

放送大学4月生募集のお知らせ

　今年の確定申告及び納税の期限は、

所得税及び復興特別所得税、贈与税は

３月15日(木)まで、消費税及び地方消費

税は４月２日(月)までです。

　確定申告会場は大変混雑し、長時間

お待ちいただく場合があります。ぜひ、

国税庁のサイトの「確定申告書等作成

コーナー」をご利用ください。

「確定申告書等作成コーナー」のメリット

・税務署に行く手間がかからない

・計算誤りの心配がない

・プリントサービスにも対応

問　下田税務署　総務課　☎22－0208

　静岡県労働者福祉協議会などの主催

で、「第68回静岡県勤労者総合美術展」

を開催します。県内で働く人ならどな

たでも出品できます。

募集作品　絵画、書、写真、手工芸、

　　　　　コンピュータグラフィックなど

応募期間　２月26日(月)～３月16日(金)

作品受付　３月30日(金)までに労働金庫

本・支店、全労済県本部・各共済ショッ

プ、静岡県労働者福祉評議会の窓口へ

展示会場　グランシップ展示ギャラリー

展示期間　４月11日(水)～４月15日(日)

問　(一社) 静岡県労働者福祉協議会

　　　　　　　　  ☎054－221－6241

　放送大学は、平成30年度第１学期の

学生を募集しています。10代から90代

の幅広い世代、約９万人の学生が、大学

を卒業したい、学びを楽しみたいなど、

さまざまな目的で学んでいます。心理

学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科

学など、約300の幅広い授業科目があ

り、１科目から学ぶことができます。

　出願期間は、第２回が２月28日まで、

第２回が３月20日まで。資料を無料で差

し上げますので、お気軽に下記の連絡

先までお問い合わせください。

問　放送大学静岡学習センター

　　　　　　　　  ☎055－989－1253

【メール】

「有料動画サイトの利用料金が未納で

す。本日中にご連絡いただけない場合、

法的手続きを取ります。アマゾン」

【ハガキ】

「消費料金が未納です。ご連絡無き場

合、裁判になります。給料、財産、不

動産の差し押さえ等のおそれがありま

す。法務省民事訴訟管理センター」

　このようなメールやハガキが来たら、

最寄の交番・駐在所に相談しましょう。

　　　　～防犯のポイント～

・問い合わせ先には絶対に連絡しない

・住所や名前、口座番号などの個人情

報は電話で教えない

・不安を感じたら家族や警察に相談

問　下田警察署管内防犯協会　　　　

　　　　　　　　　　　   ☎27－2766

　一般幹部候補生は将来自衛隊の中枢

を担うことを期待されたコースです。

陸・海・空自衛隊の幹部候補生学校に入

校し、１年後幹部に昇任、部隊におい

て各職域の専門的リーダーとして活躍

します。文系及び理工科系から進む通

常のコース、パイロットコース、理工

科系から進む技術要員コース、医科・

歯科・薬剤科系から進む医官等コース

に分かれています。

　一般曹候補生は各部隊の中核となる

陸・海・空曹自衛官を養成するコースで

す。自衛隊の約71種類からなるいずれ

かの職につき、３曹昇任後４年で、部内

選抜の幹部候補生への受験資格が得ら

れます。

資　格　平成30年４月１日現在、一般幹

部候補生は22歳以上26歳未満の大学卒

業または見込みの人、一般曹候補生は

18歳以上27歳未満の人

受　付　３月１日(木) ～５月１日 (火)

試験日　一般幹部候補生は５月12日(土)

(飛行は5月12日(土)と13日(日))、一般曹

候補生は5月26日(土)

問　自衛隊伊東地域事務所

　　　　　　　　  ☎0557－37－9632
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　静岡県の就職支援機関「しずおかジョ

ブステーション」では、自己分析から

応募書類の書き方、面接練習まで就職

活動をじっくりサポートします。どな

たでもお気軽にご利用ください。

場　所　しずおかジョブステーション東部

　　　　 (沼津市大手町1-1-13)

時　間　９時～17時 (予約制)

　　　　(祝日・年末年始を除く月曜日

　　　　から金曜日まで)

問　しずおかジョブステーション東部

　　　　　　　　  ☎055－951－8229

～あなたも大切な人のゲートキーパー

　　　　　　　　になりませんか？～

　賀茂健康福祉センターでは、ゲート

キーパー研修会・アロマを使ったセル

フケアを開催します。

　「ゲートキーパー」とは、身近な人

の自殺の危険を示すサインに気づき、

適切な支援につなげる人のこと。悩ん

でいる人に対し「あなたを気にかけて

いる」とメッセージを発することで、

孤独防止につながることを知ってもら

うための研修会です。

日　時　２月28日(水)

　　　　13時30分～16時15分

場　所　下田総合庁舎４階第８会議室

対　象　関心のある方はどなたでもご

参加ください。(定員20名・先着順)

問　賀茂健康福祉センター福祉課

　　　　　　　　  　　　 ☎24－2056

（12月１日～31日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（１月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,410 人　　前月比（－５)

3,592 人

3,818 人

3,329 世帯　前月比（＋２）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

日　時　２月21日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ボランティア団体室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日　時　３月７日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日時・場所

２月23日(金)　東伊豆町役場 (要予約)

３月８日(木)　下田市役所 (要予約)

９時30分～11時30分　13時～14時

問　東伊豆町役場健康づくり課　

　　　　　　　　  ☎0557ー95ー6304

　　下田市役所市民保健課   ☎22－3922

  飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　２月14日(水)

　　　　10時40分～10時50分

　　　　３月７日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

人権・行政・生活相談

日本年金機構出張相談

身近なこと生活相談へ

犬・ねこ適正飼養相談

就職活動をサポートします！

お知らせ

ゲートキーパー研修会

◆ 今月のふれあい町長室 ◆
２月26日(月) 13時30分～15時00分　1人20分程度、団体不可

（職員が立会います）

予約受付：２月19日(月)～２月23日(金)

問　まちづくり推進課　34ー1924

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

0120－560－655

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます
　　　　　　　　　　　   (電話健康相談専門事業者への委託事業)
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今
月
の
特
集
は
、
町
の
成
人
式

で
す
。
将
来
の
抱
負
を
語
る
新
成

人
た
ち
は
、
は
つ
ら
つ
た
る
若
さ

を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
、
ど
こ
か

大
人
び
た
顔
つ
き
。
そ
の
落
ち
着

い
た
物
腰
に
、
私
が
二
十
歳
の
こ

ろ
は
こ
ん
な
に
し
っ
か
り
し
て
い

た
だ
ろ
う
か
？　

と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
73
名
の
新
成
人
の
夢

が
、
河
津
の
未
来
に
花
開
く
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

花
と
言
え
ば
、
も
う
じ
き
桜
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
河
津
桜

ま
つ
り
で
は
、
今
年
も
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
ｙ
）

要
望
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
戸
惑
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
が
、
利

用
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
を
話

し
合
い
、「
『
み
ね
の
家
』
の
お
か
げ
で

元
気
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
と
嬉
し
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

趣
味
は
15
歳
か
ら
始
め
た
サ
ー
フ
ィ

ン
で
、
今
も
休
日
に
な
る
と
波
乗
り
に

出
か
け
て
い
る
と
の
こ
と
。
最
近
で
は

お
子
さ
ん
と
釣
り
を
す
る
こ
と
も
多
く
、

一
緒
に
イ
カ
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

　

仕
事
場
で
は
利
用
者
さ
ん
、
家
庭
で

は
お
子
さ
ん
を
温
か
く
見
守
る
遠
藤
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。

姉妹都市 長野県白馬村通信

地域断層地震から学ぶ
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介
護
と
い
う
形
で
の
人
生
の
サ
ポ
ー
ト

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
サ
ン
シ
ニ
ア
河
津
『
み

ね
の
家
』
で
働
く
遠
藤
裕
也
さ
ん
で
す
。

遠
藤
さ
ん
は
サ
ン
シ
ニ
ア
河
津
か
ら『
み

ね
の
家
』
に
施
設
管
理
者
兼
相
談
員
と

し
て
着
任
し
、
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き

は
、
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い

ま
す
。「
家
族
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
介
護

が
あ
る
よ
う
に
、
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
介
護
が
あ
る
と
思
う
。

プ
ロ
と
し
て
、
良
い
意
味
で
肩
の
力
を

抜
い
て
視
野
を
広
く
持
つ
こ
と
で
、
ご

家
族
の
不
安
を
取
り
除
き
た
い
。
そ
し

て
、
利
用
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
自
宅
で
継
続
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
る

遠
藤
さ
ん
。
利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年12月より、ＪＲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大糸線白馬駅の駅前広場で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イルミネーションが点灯して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。このイルミネーショ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンは毎年、12月から翌年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末まで点灯されており、白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬町活性化推進委員会、白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬駅前振興会など地域の人々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が装飾を行っております。

　白馬駅はまさしく村の玄関口です。駅のイルミネーションは冬の白馬の景色

として親しまれており、白馬を訪れるお客様をお迎えするシンボルでもありま

す。今シーズンも多くのお客様にお越しいただき、賑やかなウィンターシーズ

ンになりますことをお祈り致します。（写真撮影：白馬村広報編集委員）

遠藤 裕也 さん

デイサービスセンターサンシニア河津

『みねの家』で施設管理者兼相談員と

して働いています。利用者さんやご家

族が笑顔で毎日を過ごせるよう、スタッ

フと共に工夫して居心地の良い場所を

提供しています。

上峰　42歳

えんどう　ゆうや

　
　

【
取
材
】
磯
谷　

美
佐
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

駅前広場のイルミネーション
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